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初学者のためのカナによる

ドイツ語発音表記法試案

銭野 主主
仁1

1. 

資

ここに 私が， 「初学者のためのカナによるドイツ話発音表記法試案」

の提出を思い立った白抜の動機は，文学部助教授 尾崎盛景先生のお手伝

いで，「法経科大学生のドイツ語入門（法学日）」（三修社）のカナによる

発音表記に携わり，従来の表記法に対する不満を感じたことである。すな

わち，あまりにも一般外来語の表記法に従い過ぎているように思われるの

である。外来語として取り入れる切合の表記法と，~古－を教えるための表

記法とは，おのずからその性格を具にすべきであろう。

国語におけるカナは「子音十母音」のまとまりを一宇で表わしており， し

たがって子育が二つ以上音節のはじめに立つこともない。ところが単独の

子音をもこのカナで表記しようとするのであるから，無理があるのは当然

である。さらに， 日本人の発音習慣にない音があり，カナでは表記できな

いものもある。外来語のJ見合には， 日本人の発音習慣に合っているそれら

しい音で表記するのも止むを得ないであろうが，その粘果，音節末の子

音，音節はじめの子寸群などは適当に母音を添えて発音される乙とにな

り，外来語は原語に較べて，音節数が多くなってしまう。従米の一般表記

法を用いれば，上記のような結果になるのはごく白然である。発音を教える

場合には，原語が必ずあるから，それと対照すれば，この不完全なカナ表記

でも充分であるという考えも一部にはあるようだが，それは外国語に熟達
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した教授者には容易なことであっても，初学者は，カナで表記してあれ

ば，そのカナにしたがって発音し，外来語程度の発音ですませてしまうの

ではなかろうか。従って，視覚的に読者の注意を促す何らかの手段を詰ず

るべきであろう。不注意な読者は教授者の細かい配慮に気づかぬこともあ

ろうが，注意深い読者もいるはずであるから，そのための努力を惜しむべ

きではないと思う。

一般外来語の表記法に多少の約束をつけ加えただけのカナに頼り切れな

い感じを抱く初学者も少くない。一般に，外国語の発音を示すカナに対し

ては不信，不安の念があり，国際音声字母で示さなければ駄目だという意

見も相当に多い。しかし，初学音にあっては，音戸字母が正確に読めると

は限らず，また中学で用いる英語教科書では最初から音声字母によって表

記しであるはずであるが，乙れの読めない学生，あるいはこれを利用する

意欲のない学生も相当数見かけられる。これらの学生は論外としても，音

声字母を利用する学生が，英語で習った音をそのままドイツ語の発音に流

用するのは見逃せない事実である。これはいかにも兵合が悪い。このよう

な場合には，カナと音声字母を併用することによって，正しい音に導くの

が良策であろう。私はカナょにる発音指~g.には捨てがたい効果があると考

えている。そのためにも，カナに対する偏見を抱かせないような改良を加

える乙とができればと願っているものである。

因みに，英独の辞書 2, 3 点の発音表記法を調べて見ると，以下の如くであ

る。（一例としてフランス語から入った Chauffeur の表記を挙げる）。

Henry Cecil Wy Id の The Universal Dictionary of the English Language 

(1952年，第七版による）では，ごく普通の文字による一般読者用の表記

法（System No 1. ) と音標文字（国際音声字母と具なる i：己号も用いられ

ている）によるより精密な表記法（System No 2. ）の 2 桓矧を用いてい

る。例話は [l. shδfer ; 2. f oufi\］ と表記されている。国際音戸宇一りでは

[f oufa（：）］となるところであろう。

Random House から出ている The American College Dictionary (1956 

年収による）では，普通の文字に符号をつけて発音の区別を示しである。
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schwa（；：｝）の記号は特に採用している。例話に対する表記は（sho'far,

shofO.rりである。特殊なお：号をつけたものに対する key は各頁の最下関に

列挙しである（δver, urge etc. ）。 Langenscheidt から出ている Taschenwりr

terbuch der Franzりsischen und deutschen Sprache, 1. Teil Franzりsisch

Deutsch (1952年改新版による）では， Toussaint-Langenscheid t 式音 t;r!

文字と銘打ったものを用いているが，これも要するに一般読者向きの発音

表記法である。ここでは［~cf)ofo'rJ と表記されている。

Duden の Rechtschreibung ( 1967 0 ド， 増補16版による）及び 3 右本の

Duden・Lexikon (1961 年，初版による）でも国際音声字月：は用いていない。

例話の表記は ［schofor］ になっている。また， Duden の Grammatik (1959 

年，初版による）における音に閃する項でも普通の綴字に近い表記法を採

用している。（ただし， 1966 年に出た泊訂第 2 ）反では凶際音声字母が採用

されている。）

辞典類の他に，旅行用の会話子引占：などにおいても，国際音声字母が利

m されることはまずないと言ってもよいであろう。

勿論，国際音戸宇目：を用いている百科事典なども出版されてはいるが，

それを避ける傾向のあることも事実である。

国際音戸字ほの理解・習熟のための努力という点で，我々日本人に較べ

ではるかに有利な立拐にある欧米人ですら，白分i主に親しみのある文字を

利用しているのである。我々も初学者に対するカナを多少なりとも改良し

でもっと有効に利用すべきではなし1かと思う。

2. 

本fr~＇5 においてカナによるドイツ語発音表記法をまとめるにあたり，特に

留意したのは以下の諸点である。

1) 広l則としてカタカナを用し可る。

ひらがなを混用する司能性としては，付）母音の長垣あるいは閲｜羽，（ロ）アクセ

ント，付特に日本人が識別を要する子音の区別，を表わす場合が考えられるが

本稿で強いてひらがなを用いるとすれば，付だけに限りたい。
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2) 可能な限り国語の表記法，従来の外来語表記法の慣用に逆らわず，例

外を最少限にとどめて，ことさらに説明をしなくても，大体において正

しく読めるものである乙と。

3) し 1かなる場合にも混同が起こらず，正確であることを旨として，可能

な限り単純化する。

一宇一音・ー音一宇が理想であるのは言うまでもないが，これは実行不可能

であるから，ニ字，あるいは多少の補助記号を用いざるを得ないこともある。

ただし，その場合にも不自然なものはできる限り避けて，むしろ従来日本人が

慣れているものを大いに生かすことを心がける。

4) 上記のワクの中で，綿密な発音表記を試みるのは当然であるが，学習

者または読者が，カナ表記に施された配慮に気がつかないか，あるいは

それを無視したとしても，一応ドイツ語発音と認められるものであるこ

と。

不注意な読み方をされても，一応役に立つ程度で，むしろ，その音を出すた

めのヒントともなるべき表記法を心がける。これを通じて，国語音とドイツ語

音との差異が多少なりとも認識されれば， ドイツ語音を習得するための努力も

多少軽減されるであろう。

5) 母音または母音を含むものは大文字で，単独の子音は小文字（原則と

して下ツキ）で表記する。

特に，国語にない音の表記においては，母音字を小さく書く習慣がかなり定

着しているようであるが，私の方針を徹底的に実行するととによって，原語と

同じ音節数lこするととが可能である。と同時に，音節を大きな母音字でうきた

たせることができる。

ルビを振ったり，カッコ内に小文字で説明，読み方などを入れる場合，文字

の大小は全く無視されることがあるが，我々は不自由なくこれを読むととがで

きる。従って上記 2 ）の事項にひどく反することのない限り，子音字をすべて

小文字にするのが，最も抵抗も少しまた不自然、な感じも与えないであろうと

考える。印刷上の手数としてもそう甚しい差はないであろう。

6) 視覚的に見わけ易く，また印刷上の困難もできるだけ少なくするよう

に心がける。
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このカナ表記法は書物において用いられるのが本来であろうから，乙の配虚

は当然なすべきことである。単語，あるいは音声字母の下などにカナを置く

と，子音を表わす小文字が小さすぎる印象を与えるならば，単語の右横，ある

いは音戸字母の右横｛こ f ］をつけてそこに入れてもよいであろう。

3. 

上述の方針に従って，国際音声字母とカナを対照して挙げるととにす

る。特に混同の生じる心配のない限り，両方ともに［ ］を省略する。こ

こでは， ドイツ語の綴字を持ち出す必要はないと思う。何故ならば，乙れ

は教授者には周知のことであり，初学者がカナ表記をする必要も全くない

からである。 ドイツ詔昔に対するカナ表記であるから，国語にある音で無

視されるもののあるのも当然である。また本稿においては， ドイツ語で普

通に用いられる音に主i肢を置き，外来語音 lこはあまりふれない。ここに用

いるカナの表わす国語音は主として東京方言のそれと考えることにする。

実際の迎用例は，カナ音声字母の一覧表をまとめた後に，一括して挙げ

る。

1) アクセントの表記

アクセントを示す方法としては，アクセントのある母音を，ひらがなに

したり，ゴシック活字を用いたり，その母音の上あるいは下に， ・などを

付けることが考えられる。本表記法においては，大文字で印刷される母音

字のみをゴシック活字で表わすことにしたい。 2 字あるいは 3 字で表記さ

／れる場合も同椋である。 2 重母音では，第一母音のみゴシック活字にす

る。 1 音節の語ではアクセントを示さなくてもよいであろう。因みに，新

井白石は，「釆覧異言」（1713－正徳 3一年刊； 1881－明治 14一年）におい

てアクセントのある母音の右に傍線を施している。

2) 長音記号

長音記号としては「一」を用い，母音を付加する乙とはしない。祝覚的に

も乙のほうがわかり易く，先行の母音によって，長音を表わす文字が変わ

るのも不使である。さらに音節数を目立たせるためにも「－J は有効であ
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ろう。長音を重母音のように発音する初学者の悪い癖も多少は避けられよ

う。乙の記号は，大槻玄浬も，「蘭皐階梯」（1783一天明 3一年刊）におい

て利用している。母音の開音閉音を区別することは本稿では断念した。

3) 国語のカナ 1 字で表記できるもの

付） 母音

a i u e 。 d 

ア イ ウ エ オ エ

簡単のため，母音には以後この音声字母を用いる。

（ロ） 子音＋母音

ka ki ku ke ko b 
カ キ ク ケ コ ケ

ga gi gu ge go gd 

ガギグゲ コ ゲ

sa su se so S;;) 

サ ス セ ソ セ

Ji 
シ

za zu ze zo Z;;) 

ザ ズゼソ ゼ

国語音としては，母音に先立たれる場合以外，破擦音 dz であるが，カナ

としてこれ以上，表記しようもなく，また表記したとしても大して効果はな

いであろう。

ta te to t8 
タ ア ト ア

tsu 
'--' 

ツ

da de do dd 
夕、 ア ド ア

na m nu ne no nd 

ナ ーー ヌ 不 ノ ;f、

ニは， 厳密にいえば jli であろうが， 乙こでは， その差異は無視する。
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ha hi hu he ho 
/\ ひふヘ ホ

<;i 
hi を日本人は無意識のうちに， ~i と発音するのが普ヒ

fu 通である。あまり効果を期待することはできないが，
フ

敢えて［ひ］と［ヒ］で区別してみる。 hu, fu はい

ずれも，日本人の φu とは具る音でありカナで表記するのは，その φu を

発音させることにもなりかねないが，本稿では一応［ふ］と［フ］で区別し

ておきたい。

ba bi bu be bo b<) 
/''¥ 司、 ピ フベボ ~ 

pa pi pu pe po p<) 

ノマ ピプペ ポ ""' 内

ma ロii 立m me mo 釘｝＜）

’ < 、、、、 ム メ モ メ

ja ju jo 

ヤ ユ． ヨ

J lζ対して［ィ］をあて，ィア，ィウ，ィオとするととも考えたが， 乙の場

合は，大した実効もなく，文字の結合も一般的ではないので，採用しなか

った。 j の摩擦は国語におけるのよりも強いが，それをはっきりさせるに

は，ィヤ，ィユ，ィヨとすることはできる。

la Ii lu le lo l<) 

ラリルレロ レ

ra n ru re ro f<) 

らりるれろ れ

[I], [r ］の区別は，我々日本人が外国語を学ぶ際に，いつも問題となる

ものであるが，このカナでは，カタカナとひらがなで区別してみた。原語に

1, r とあるから，わかるはずだとして， カタカナの同文字で両方を表記する

のはやはり避けるべきであろう，たとえ気安めにすぎないとしても。

X<) x は他の母音を後に従えることはない。

"" 
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制単独の子音（小文字で表記する）

i ) 語末，音節末にも用いられるもの

k s t ts ~ f P m 1 r 
」J

クストツヒフプムルる

ii) 語末，音節末には用いられないもの

g d b z 
グドプズ

、q

て1

v l乙対するカナ表記［ヴ］は， 福；宰諭吉の考案によるものである。ただし，

小文字ではなく現在一般外来語の表記に用いられているのと同じである。福

i宰全集緒言（「福浬全集」全 5 巻， 1898一明治31 年， 時事新報社刊の第一

巻，巻頭に掲げられたもの〉の「華英通語」の項に「唯原書の v の字を正音

に近からしめんと欲し，新たにウワの仮名lこ濁点を附けてヴヴと記したるは

当時思付の新案と云ふ可きのみ。」とあり，（岩波書店，福津諭吉全集第一巻，

1958一昭和 33一年， 24 25 頁），「増訂華英通語」（福津諭吉の最初の出版物

で1860一万延元一年刊）の凡例には，「ウワ附濁点者パブ与ウワ之問音也」

とある（岩波書店，福津諭吉全集第 1 巻， 70頁）。

iii) 符号を伴うもの

げ
〉
⑦

r
J
O
 

従来，シュ，チュと表記されているが，私の方法では，

ュが邪魔になるので，思い切って，れチだけにし，円

唐音を示す意味でOをつける。多少の視覚的効果もあろうし，この程度な

ら，印刷上もまず問題になることはあるまい。

iv) 語末，音節末にのみ用いられるもの

(-a)x (-o)x (-u)x (-au)x 

hu に対して［ふ］と表記したが， ［一ふ］は小文字であるから， まず混同は

ないであろう。
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v) 語末，音節末の［ン］〔はねる音（按音）〕

音声学的には，後続音によって［m]([p, b, m]), [n] ([t, d, n, etc.]), 

[uJ ([k, g, uJ），等の音であるが，乙れほ［ン］で表記するだけで充分であ

る。つまり逆行同化の現象が起こるからである。

国語の［ン］は語末にある場合［NJ となるので，それを避けるために，

［寸とすることも考えられるが，はっきり示そうとすれば［ンヌ］とでもした

くなる。ここでは， それほどの必要も感じないので，一応［ン〕で表記する

乙とにする。なお，「増訂辛英通語」の凡例には，「ヌ字要急、音与上字合読之

柏、近於ン音而自有別」と記されている（岩波書店，福浬諭吉全集第一巻， 70頁）。

vi) 童子音， 及ひ、先行母音が短音であることを示す［ッ］〔つまる音

（促音）〕

乙の［ッ］は， [p, b, t, d, k, g, S, f, ts, tf, <;, X, f］など

の前，短母音の後lこ百かれる。ただし，子音字カナが 2 つ以上後に

続く場合は，との［ッ］は省略することも可能であろう。

小文字のッは国語としては世阿弥（1363 1443）が， その謡曲において用

いており （岩波書店，日本古典文学大系第40冶，謡曲集上），外国語に対し

ては，「増訂辛英通話」に月jいられている。

制変母音の表記

変母音を表記する場合， 特に取り上げる必要のあるのは，り， U で

あるが，さきに ο，⑦において円唇音を視覚的にはっきりさせたよう

に，乙こでも視覚に訴える方法を試みることにしたい。 ο，＠はOの中

が変わることもなく，文字の大きさも変わらないが，変母音には，種

々の文字が入り，また，アクセントを示す必要からゴチにすべきもの

もあるので，。で囲むことは（技術的に出来れば，よいのだが）まず

印刷上無理であろう。そこで，唇を棋にひろげないように，唇を丸く

するという意味で，（ ）を用いてみようと思う。これならば，印刷上

の問題もなく，特に 2 字以上の文字で表記される場合に効果を上げる

乙とができるであろう。

要するに，唇を丸くしておいて，（ ）内の音を出せば，変母音が発
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4) 

音できるというととである。例えば Goethe の発音は，国際音芦字母

で示すと［＇gゆ：t8］となるが，これは，［g］を発音してから，やおら，

［φ：］の発音に移るのではなく，［φ：］のための口のかまえが整った上

で，［g］の発音をすべきであろう。私見によれば，音声字母を上述の

ように誤って読んでいる人が案外多いのである。との点に関しては，

居を丸くして， ［ゲー］と発音する方が，（母古ーの開聞は別にしても）

実際的であり，効果的でもあろう。教室でも実地に利用しているが，

結果はよいようである。カナ表記の拾てがたい一面は乙こにある。長

音の変母音においては，長音記号「一」もカッコ内に入れることにす

る。

因みに，楳垣実氏によれば（「日本外来語の研究J 132 買）， 神代種亮氏ほ，

Goethe の表記法を 1872 （明治12つ年の菊池大麓から 1928 （昭和 3 ）年の茅野

粛々まで56年間，延 102 名の表記について調査し， 29種（内 6程は森鴎外）

を報告しているという。可56年間J が正しければ明治 5 年の誤りか。

αぅ kぽ gぽ zα三 t句 dぽ nαぅ

（工） （ケ） （ザ） （ぜ） （テ） （ヂ） （ネ）

hぼ bぽ Pぽ m田 lぽ rα三

（ヘ） （べ） （ぺ） （メ） （レ） （れ）

y kv gy fy llY 

（イ） （宇） （千） （シ） （ニ）

hv bv py ロlY Iv [y  

（ひ） （ピ） （巴） （三） （リ） （り）

国語のカナ 2 字で表記されるもの

付） 二主母音

ai au ::>y 

＼ア』－イ＿.／ ＇ア』－オ＿.，， ＇オ』－イ_./ 

母音は大文字で表記するわけであるから，三重母音はカナ 2 字になってしま

い，音節数を揃える上から不都合が生じる。従って，ここでは，）を用いてー

音節である乙と示すことにする。 au は［アウ］よりも［アオ］に近く発音さ
、、ー，J’、～ー，／

れるので，後者を採用した。

-376 ー



（ロ） 子音十二主母音

kai gai za1 tai dai na1 

＼カ』一イ戸／ ガ＼、－イ＿.／ ザ＼』、一イ戸／ ＼タ』一イ戸／ ＼ダ』－イ＿.／ ＼ナ』ーイ／〆

hai bai pai ロlal lai ra1 

ハ＼』ーイ／ ノ＼～イーイ／ ノ＼』マ－イ＿.／ ＼マ』－イ＿.／ ＼ラ』－イ＿.／ ＼ら』－し~

kau gau zau tau dau nau 

＼カ、ーオ／ ガ＼ーーオ／ ザ＼、－オJ ＼タ、－オJ ＼ダーーオノ ＼ナー－オ_./ 

hau bau pau 立1au jau lau rau 

ハ＼ーオノ パ＼ーオノ パ＼ーオ／ ＼マ－オJ ヤ＼ーオJ ＼ラ－オJ ＼らーオ_./ 

kτy gJy S;)Y Z;)Y tJy dJy my 

＼コーイノ ＼ゴー－イJ ＼ソーイノ ＼ゾ～Jイ ＼ト」Jイ ＼ド－イJ ＼ノ、ーイノ

hJy bJy m;)y by rコy

＼ホ」イ／ ＼ボーイ／ ＼モーイ／ ＼ローイ／ ＼ろー／イ

付子音＋母音（od. 変母音）

si Sy Zl ZY 
スイ （スイ） ズイ （ズイ）

fa Ju f e Jo J田 f <} 

＠ヤ＠ユ。エ②ヨ （、ンエ） ②エ

②ア，②ウ， cオなどとも出来ようが，混同のおそればないかち， 従来の

表記法に近いものをとる。また自然に［－jつが発音されることもあるわけだか

り。

t1 tu ty di du dy 

テイ トウ （テイ） デイ ドウ （デイ）

tf a tf e tfd fa···の項参照。

＠ヤ⑦エ ②工

tsa ts1 tse tso tsy ts re ts<} 
、』J 、、J 、、J 」ノ 、』J ¥./ 

ッア ッイ ッコニ ッオ （ッイ） （ッエ） ッコニ

~a ~e ~o ~d fa···の項参照。

ヒヤ ヒコニ ヒヨ ヒニ乙
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fa fi f e fo f y fぽ fa 
フア フイ フコニ フオ （フイ） （フエ） フコニ

va vi vu ve VO VY Vぽ V'd 

ずア グイ グウ ウ＊コニ グオ （ヴイ） （ヴエ） てfエ

je JY Jぽ J'd 
ィイ ィエ （ィイ） （ィエ） ィエ

。 U'd 国語ではガ行鼻音をガギグゲプと表記するとと

ング ンゲ
がある。あまり一般的ではないが， gd などとの

区別のために用いてみた。しかし，特にむの方は「ンク」と発音される危

険性もあるかも知れない。

5) 国語のカナ 3 字以上で表記されるもの

村） 子音十二重母音

一
川
村
）

。

tsai fai vai 

フアイ T'f アイ
'-.._../ ........ ーJ

fau tsau fau 

。ャオッアオフアオ
＼ー／ '---""' ＇－－ー＿.／

F
W川
）

w
u川
）（ロ） pf; ks, ps; kv; fp, ft について

i ) 語末，音節末にも用いられるもの

pf ks ps 
プフ クス プス 後に母音が続く場合， pf は［f］の列（カナ音声字

母一覧表」参照）の結合の前に［プ］を， ks, ps は［ s ］列の前に［ク，プ］

を置けばよいのである。

ii) 語末，音節末には用いられないもの。

kv Jp ft 
クヴ ②プ ②ト 後［ご母音が続く場合にば，［ v], [p], [t ］列の結

合の前に，［ 1], ［。］，［＠］をそれぞれ置けばよい。
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6) その他

i ) r の母音化

近頃，語末あるいは音節末の r がアのように発音されるというこ

とを初級から教える傾向がある。これは， ［ァ］で表記できるであろ

う。あくまでも子音であるから，小文字を用いる。

t

ァ

。
一－
オ

「
ア
U

一

千
ウ

江
寸

-
Ja 

-er (1 音節語に限る， 2音節以上の語

については ii 参照）

ii) アクセントのない［訂］ (-er-2 音節以上の単語末）

乙の場合には長音記号をつけず，五十音図ア列の音で打ち切ればよ

アエ

いと思う。特に，－o<:)r は［ンガ］と表記する。

iii) 区切りについて

複合語（分離・非分離動詞なども合めて）の場合， 「子音＋母音＋

子音」＋「子音＋母音十子音」のようなj~読の生ずることがしばしば

あるが，読み追いが予想されるならば， ・（中グロ）を入れるべきで

あろう。分離動詞の場合などは，辞吾で用いられる｜ （タテ線）を入

れておくのもよいと思われる。非分離動詞であっても，読みにくいも

のには，中グロ程度を入れるのが親切ではなかろうか。

4. 

初学者のためのカナによるドイツ語発音表記法として，以上にその大綱

を述べた。その特色をまとめると次の如くである。

。大文字のカナで母音および母音を含んだものを表記し，小文字で子音を

表記する。

。その結果，原語とカナ表記との音節数をそろえることができる。

。変母音を表記するにあたり，円唇音であることを示すために（ ）を用い，

( ）内のカナを芯識して発音すれば，その変母音ができるようにする。

。子音中，シ，チにOをつけて，円唇音であることを示す。

。日本人にとって区別しにくい音などをカタカナとひらがなで識別させ

る。
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［ヮ］

[ k ］ク

[ g ］グ＊

以下に，上述の結果得られた一覧表を掲げる。

ドイツ語のためのカナ音声字母一覧表

[a,a:] [1,i:] [u,u：］［ε，s::,e:][:>,o:][Y,y] ［偲，φ：］ [a1] [au] [:>Y] [a] 

イ
キ
ギ

ア
カ
ガ

ウエオ（イ）

クケコ（キ）

グゲゴ（ギ）

村
）
一
日
）
一
円
）

汁
）
付
）
州
）

刊
）
州
）
州
）

[u ］ングンガ一一一一一 一一一一ンゲ
[ s ］ス サスイスセソ（スイ）一 一 一ソイセ

＼～ー／

[J ］② 忌ヤ シ οユ②エ②ヨ （シ）（シエ）。ヤイ οヤオ οヨイ eエ
＼、＿，， ＇』＿，， ＇』ー〆〆

[ z] ~＊ ザズイ ズゼゾ（ズイ）（ゼ）ザイザオゾイ ゼ
＼ーー／ ＼』ー／’ ＼ーー／

[ t ］ト タテイトウテ ト（テイ） （テ）タイタオトイ テ
＼、＿，， ＇』ー〆〆＼』~〆

[tJ]②⑦ヤ一一②エ一一一一一一②エ

[ c; ］ヒ ヒヤ ヒ ーヒエヒヨ

[ f ］フ フアフイ フフエフオ（フイ）

[v ］ヴネ ヴアゥ・イゥeウグエグオ（ヴイ）

[b］プ＊パピブベボ（ビ）

[P］プパピプペポ（ピ）

込
ベ
メ
レ
れ
な
）
へ

引
）
利
）
叫
）
パ
）
引
）
詔
一

川
）
淳
）
吋
）
付
）
汁
）
は
）

3
4

Uパ
）
川
）
川
）
川
）
刊
）
一
一
円
）

M）
辺
一

プ
ヴ
プ
『

エ
エ
ベ
ペ
メ
エ
レ
れ
司
〆
一

フ
グ
（
（
（
（
（
（
」

し
し
げ
」

；
イ
ー
一
刀

JハJ
一

（
／
M

（
（
ん
げ
」

モ
ヨ
ロ
ろ
オ
〆
廿

プ
＼
－

メ
エ
レ
れ
江

J

ィ
プ
」

ム
ユ
ル
る
日
）
吋

ミ
パ
リ
り
バ
）
一

マ
ヤ
ラ
ら
好
）
4

ム
イ
ル
る
と

m
j
l
r

凶
去

[ts ］ッ

[ d ］ド＊

[ n ］ン

[ h] 

エ
円
ア
、
不

イ

J
イ

J
イ

J
イ
／

オ
＼
ド
＼
ノ
＼
ホ
＼

オ
／
オ
／
オ
／
オ
／

ア
＼
、
ダ
＼
ナ
＼
ハ
＼

イ

J
イ
／
イ
／
イ
／

ア
＼
ダ
＼
ナ
＼
ハ
＼

エ
→
ア
、
不
へ

イ
イ
ニ
ひ

オ
ド
ノ
ホ

エ
円
ア
、
不
ヘ

ツ
ウ
ヌ
ふ

イ
イ
ニ
ひ

ア
ダ
ナ
ノ

ヒこに

ヴエ

，、

r-;; 

ィエ

．＊語末・音節末には用いられない。

・長母音は長音記号「－」で示す。長音の変母音では「－」もカッコ内に入れる0
・ガ，ゲ，グはガ行鼻音を表わす。

・（ ), 0は円唇音を表わす。

・ーは該当音がないか，又は背辺には用いられない音の組み合せを示す0

．）は密接な関係にあるものを示す。

・ひらがなを利用した部分は，浮き立たせるために，ゴシシク活字を用いた。
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5. 

最初に挙げた「法経科大学生のドイツ語入門（法学篇） J （三修社）の発

音説明の部（13-22頁）に出ている単語を材料にしてカナ音声字母を試み

てみたい。国際？？芦字母と併記するのが本来であろうが，与えられた紙数

をすでに超過しているので，原語とカナを列挙する。

ja, wen, Indiz, Not, gut, Irrtum, Pakt, 
ヤー ヴエーン インデイーッ ノート グート イるトウーム ノマクト

best, 
Jミスト

Herz, 
.A, るツ

Text 

アクスト

Volk, 

フオルク

Unfall; 
ウンフアル

Wille 
ヴイレ

Regel, haben; bekommen, Gedanke; Vater, Mutter, 
れーゲル ハーベン ベコメン ゲ‘ダンケ フアータ ムッタ

wer; Paar, Idee, Boot ；羽Tahl, Ehe, ihn, 
ヴエーァ パーる イデー ボート ウ。アール エーエ イーン

Lohn, Ruhm; Umlaut; Vater, wahlen, Manner; 
ローン るーム ウムラオト フエータ ヴエーレン メンナ

＼』＿.／

mりgen, Hりhe, kりnnen, mtide, flihren, Mutter; 
（メー）ゲン （ヘー）エ （ケ）ンネン （ミー）デ （フイー）れン （ミッ）タ

ems, 

アインス
＼』ー／

同
引
）

乱1eyer,

マイヤ
＼』＿＿＿，，

Bayern; 

パイエるン
＼ー／

Zeuge, 
ッオイゲ
＼、ーー／

Rauber; 
口イノマ
＼、＿，，.，

Frieden ; Raub, Land Tag, du raubst, Landtag, 
フりデーン らオプ ラント ターク ドウー らオプスト ラントターク

＼ー／

Sonntag, Sitte, Fluβ Fltisse, FuB, FUβe, er 
ゾンターク ズイッテ フノレス （フリ）ッセ ブース （フイー）セ エァ

weiB, wissen, ach, hoch, Buch, auch, ich, 
ウeアイス ウザイッセン アッは ホーほ フーふ ＼ア』ーオ／ ほ イッヒ
＼』ーー／

Recht, China, Tりchter, Tochter, Kirche; zwanzig, 
れヒト ヒーナ （テッ）ヒタ トツほタ キるヒエ ツウeアンツイッヒ

gleichberecht1gt; 
クザライヒ・ベれヒテイヒト
＼ー／

sechs, 
ゼックス

des Buchs; 
デスブーふス

Pflicht, 

プフリヒト
＼、ー／

empfehlen; Qualitat, Quantitat; Verwaltung, 
エンプフエーレン クゥーアリテート クウeアンテイテート フェアヴアルトウング

、、』d〆
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Zwang, Mangel, Junge; Mensch, sch伽1 ; Sprache 

ツザ了ソゲ マンゲJレ ユンゲ メン② （ンエー）ン 。プりーへ

Staat, Sprachstunde; deutsch; Zweck; Stadt, 

。タート 。フ。らーは②卜ウンデ ＼ド｝イ／② ツヴエック 。タツト

Grundgesetz, nachts, abends ; Typus, Zivilrecht, 

ク”るント・ゲ、ゼ‘ッッ ナはツ アーベンツ （ティー）プス ツイゥ’イールれヒト

Philosophie, Theorie, Rhythm us, Charakter. 

フイロゾフイー テオりー （り）トムス カらクタ

同
何
）

吋
ツ

ヨ
U

ス
d

nrJye 
ノエウ

鳥
イ

－
F

－
ア

山
村
）

E

ツJ
』 ン向

付
）

N

h

 

a
h日
）

m
ミ

E

アフ

肥
．G

K

ッ

A
-h 
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